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関西大特別任命教授 i可田見柑什さんが提唱 ー
今
年
は
大
正
12
(
1
9
2

3)
年
9
月
1
日
に
起
き
死
者
が

10
万
5

千
人
に
の
ぼ
っ

た
関
東
大

震
災
か
ら
1
0
0

年 。
く
し
く
も

先
月
6
日 、
ト

ル
コ
で 、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド(
M
)
7
.

9
だ
っ

た
関

東
大
震
災
と
同
規
模
の
地
震
(
M

7
.
8 、
7
.
5)
が
起
き
た

河
田

ト
ル
コ
の
ア
ナ
ト
リ
ア

断
層
帯
で
は
数
年
S

数
十
年
に一

度 、
M
7
ク
ラ
ス
の
地
震
が
起
き

て
い
る 。
1
9
9
9

年
の
地
震
の

際
は 、
そ
の
4
年
前
に
阪
神
大
震

災
で
被
災
し
た
兵
庫
県
も
支
援
に

駆
け
つ
け
た 。
そ
の
後 、
ト

ル
コ

で
は
日
本
並
み
に
耐
震
基
準
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
が 、
今
回
5

万
人

以
上
と
も
い
わ
れ
る
死
者
を
生
ん

だ
理
由
は 、
多
く
の
建
物
が
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
い
な
か
っ

た
こ

と
だ
と
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
こ
と

を
も
っ

て 、
日
本
で
は
ト

ル
コ
の

よ
う
な
地
腰
被
害
は
あ
り
え
な
い

ー
地
震
な
ど
自
然
災
害
に
よ

る
被
害
の
様
相
は
自
然
災
害
の
大

き
さ
だ
け
で
な
く
社
会
の
あ
り
さ

ま
に
よ
り
大
き
く
左
右
さ
れ
る 、

と
い
う
指
摘
は
1
0
0

年
前
の
関

東
大
震
災
の
前
後
に
も
な
さ
れ
て

い
た 。
地
震
学
者
の
今
村
明
恒
は

大
震
災
の
18
年
前 、
「
石
油
が
普

及
し
た一
方 、
水
道
管
の
整
備
に

よ
り
江
戸
時
代
に
あ
っ

た
井
戸
を

埋
め
た 。
地
裳
で
水
道
管
が
使
用

不
能
に
な
る
と
火
災
が
拡
大
す

る」
と 、
当
時
の
首
都
圏
の
防
火

体
制
の

不備
を
指
摘
し 、
地
震
後

の
火
災
に
よ
る
死
者
は
10
万
ー

20

万
人
と
事
前
に
予
測
し
て
い
た 。

大
震
災
後 、
物
理
学
者
の
寺
田
寅

彦
は
「
社
会
が
抱
え
る
リ
ス
ク
要

因
を
直
視
し 、
事
前
対
策
に
よ
り

被
害
を
軽
減
す
る
努
力
を
し
な
け

れ
ば 、
今
後
も
同
様
の
被
害
は
起

き
る
だ
ろ
う」
と
警
告
し
て
い
た

河
田

社
会
が
抱
え
る
リ
ス
ク

は
時
代
に
よ
っ

て
変
化
す
る
こ
と

を
注
意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い 。

物
理
現
象
を
表
す
「
相
転
移」
と

い
う
言
葉
が
あ
る 。
例
え
ぱ 、
水

は
あ
る
条
件
の
も
と 、
水
蒸
気
や

かわた・よしあき 昭和21年、 大
阪市生まれ。 京都大名誉教授。 専門
は防災・減災・縮災研究。 現在、関
西大社会安全学部特別任命教授・社
会安全研究センタ ー 長、 人と防災未
来センタ ー 長、 ニュ ー レジリエンス
フォ ー ラム共同代表。 国連SASA
KAWA防災賞など受賞。 著作に
「災害文化を育てよ、 そして大災害
に打ち克て」 （ミネルヴァ書房）、

「津波災害」（岩波新書）など多数。

氷
に
変
化
す
る 。
過
去
の
地
震
の

被
害
の
特
徴
を
み
る
と 、
そ
の
時

代
の
社
会
の
あ
り
さ
ま
を
反
映
し

相
転
移
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る 。
関
東
大
震
災
で
は
広
域

火
災 、
平
成
7
年
阪
神
大
震
災
で

は
木
造
建
築
な
ど
建
物
倒
壊 、
23

年
東
日
本
大
震
災
は
津
波
か
ら
の

避
難
の
遅
れ
だ
っ

た 。
次
に
来
る

南
海
ト

ラ
フ
地
震
な
ど
へ
備
え
る

た
め
に
は 、
過
去
の
災
害
に
学
ぶ

と
同
時
に
こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る

新
た
な
被
害
を
想
定
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い 。

迫る

西日本大霜災
（怜i悔トラフ地震）

防
巨大地震の主な被害の様相

-9 1茎ヨ宇

関東大震災 大正12(1923)年9月1日
阪神大震災 平成7(1995)年 1月 17日

東日本大露災 平成23 (2011)年3月11日

203X年

②
時
代
で
変
化
の
リ
ス
ク
想
定

国難災害

ぐ

警賽i開屠磁'iiiI

広域延焼火災
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木造住宅の倒壊

大津波

高齢化に伴う
災害関連死（？）

と
い
う
論
調
も
あ
る
が
そ
れ
は
間

違
い
だ 。ー

日
本
の
地
裳
研
究
者
は
ト

ル
コ
の
地
震
で
生
じ
た
断
層
の
ず

れ
(
7
\
9
認）
に
注
目
し 、
日

本
で
も
大
被
害
が
生
じ
る
と
指
摘

し
て
い
る 。
直
下
型
地
震
と
し
て

最
大
と
さ
れ
る
M
8
の
明
治
24

(
1
8
9
1)

年
濃
尾
地
震
（
震

源・
岐
阜
県 、
死
者
約
7
千
人）

で
は
8
訳
の
ず
れ
が
生
じ
た

河
田

日
本
も
ト

ル
コ
も
科
学

的
知
識
で
は
地
震
大
国
で
あ
る
と

両
国
民
は
知
っ

て
い
る
が 、
両
国

と
も
科
学
的
知
識
に
み
あ
っ

た
備

え
が
で
き
て
い
な
い 。
個
々
の
建

物
の
耐
震
性
は
ト

ル
コ
よ
り
日
本

が
優
れ
て
い
る
が 、
日
本
の
主
要

都
市
は
活
断
層
を
抱
え
る
地
域
に

集
中
し
て
い
る 。
耐
震
性
が
高
く

て
も 、
過
密
な
都
市
で
活
断
層
が

動
け
ぱ 、
容
易
に
回
復
で
き
な
い

被
害
が
生
じ
る 。

つの鍵
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①
知
識
あ
っ

て
も
備
え
は
不
足

東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
と
な
る
今
年
は 、
関
東
大
震
災
か
ら

1
0
0

年
で
も
あ
る 。
こ
の
1

世
紀 、
日
本
列
島
は
数
多
く
の
災

害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た 。
し
か
し 、
文
明
開
化 、
高
度
成
長
期
を

経
て
経
済
大
国
へ
の
道
を
歩
み
続
け
る
中
で
国
民
の
自
然
災
害
へ

の
危
機
意
識
は
薄
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
る 。
こ
う
し
た
現
代
日
本

人
の
精
神
性
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
て
き
た
防
災
研
究
者 、
河
田

恵
昭•
関
西
大
社
会
安
全
学
部
特
別
任
命
教
授
は 、
今
後
の
巨
大

災
害
へ
備
え
る
た
め 、
歴
史
に
学
び 、
少
子
高
齢
化
で
社
会
が
老

い
ゆ
く
な
か
で
も
国
力
を
維
持
で
き
る
「
災
害
に
強
い
社
会
づ
く

り」
を
訴
え
る 。

（
編
集
委
員

北
村
理）

巨
大
地
震
の

フィリピン海プレート

①死者②経済被害

千島海溝地震
①約10万人②約16兆円

日本海溝地震
①約20万人②約31兆円

首都直下地震（国想定）
①約2万3千人②約95兆円

面庫鳩泊和伽呵
東日本大震災

①約2万人 ②約17兆円

南海トラフ巨大地震

＇
 

64歳以下
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ー
千
島・
日
本
海
溝
や
南
海

ト
ラ
フ 、
首
都
直
下
の
地
腰
が
起

こ
る
と
さ
れ
る
今
後
数
十
年
は
高

齢
化
の
ピ
ー

ク
だ

河
田

近
年
の
災
害
の
死
者
の

中
で
高
齢
者
が
占
め
る
割
合
が
年

々
高
く
な
っ

て
い
る 。
平
成
30
年

西
日
本
豪
雨
で
は
岡
山
県
倉
敷
市

真
備
地
区
で
死
者
51
人
の
う
ち
42

人
が
高
齢
者
な
ど
の
避
難
行
動
要

支
援
者
だ 。
こ
う
し
た
状
況
が
南

海
ト

ラ
フ
地
雲
の
被
災
地
で
起
き

た
ら 、
被
災
地
の
人
口
6
1
0
0

万
人
の
う
ち
避
難
行
動
要
支
援
者

だ
け
で
も
22
万
人
が
津
波
か
ら
逃

げ
遅
れ
る
な
ど
し
て
死
亡
す
る
だ

ろ
う 。

↓
海
ト

ラ
フ
地
震
は
東
日

本
大
震
災
と
同
じ
津
波
地
震
だ

が 、
東
日
本
に
比
べ
震
源
が
陸
地

に
近
く
津
波
の
到
達
時
間
が
短
い

高齢化の推移と推計
7年阪神大震災
i l,6年新潟県中越地農 南海トラフ地震

I 23年東日本大震災
! 28年熊本地震
. ； 30年西日本豪雨

う
え
に 、
首
都
圏
か
ら
九
州
ま
で

被
災
す
る
た
め
救
援
が
遅
れ
る

河
田

災
害
関
連
死
も
想
定
を

は
る
か
に
超
え
る
だ
ろ
う 。
平
成

28
年
熊
本
地
震
で
は
地
震
に
よ
る

直
接
死
が
50
人
に
対
し
災
害
関
連

死
は
2
2
6
人
で
ほ
と
ん
ど
が
高

齢
者 。
政
府
が
示
す
南
海
ト

ラ
フ

地
震
の
想
定
死
者
数
は
23
万
人
だ

が 、
1
0
0

万
人
規
模
に
膨
れ
上

が
る
可
能
性
が
あ
る 。

|—
社
会
が
抱
え
る
リ
ス
ク
要

因
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば 、
被
害

軽
減
は
で
き
な
い

河
田

逆
に
言
え
ば 、
リ
ス
ク

に
向
き
合
い 、
必
要
な
対
策
を
事

前
に
実
行
す
れ
ば 、
被
害
を
軽
減

す
る
こ
と
は
可
能
だ 。
自
然
災
害

は
止
め
ら
れ
な
い
が 、
社
会
の
あ

り
さ
ま
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
る

か
ら
だ 。④

国
民
主
権
が
再
建
決
め
手
に

ー
リ
ス
ク
に
向
き
合
う
た
め

に
は
政
府
が
い
う
「
国
難
級
災

害」
に
対
し
日
本
社
会
が
共
通
認

識
を
持
つ
必
要
が
あ
る

河
田

そ
の
た
め
に 、
日
本
の

政
官
財
学
お
よ
び
医
療
各
界
の
代

表
者
に
よ
る
国
民
運
動
体
「
ニ
ュ

ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム」

が
全
国
で
活
動
を
本
格
化
さ
せ
て

い
る 。
こ
の
活
動
は 、
過
去
の
災

害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の

緊
急
対
応
が
不
足
し
て
い
た
と
い

う
反
省
の
も
と
に
始
ま
っ

た 。
フ

ォ
ー

ラ
ム
は 、
日
本
社
会
が
緊
急

対
応
で
き
な
い
の
は 、
憲
法
に
緊

急
事
態
条
項
が
記
さ
れ
ず 、
平
時

か
ら
緊
急
時
ヘ
ル
ー

ル
の
切
り
替

え
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
だ
と
主

張
し
て
い
る 。

ー
緊
急
事
態
条
項
で
何
を
示

す
べ
き
だ
ろ
う
か 。
国
家
が
国
民

に
強
制
力
を
発
揮
す
る
こ
と
へ
反

対
す
る
声
も
あ
る

河
田

む
し
ろ
「
国
民
主
権」

こ
そ
が
国
力
の
維
持
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
べ
き
だ 。
国
難
級
災
害

が
広
域
に
起
き
た
場
合 、
東
日
本

大
震
災
が
そ
う
だ
っ

た
よ
う
に
公

的
機
関
も
被
災
す
る 。
南
海
ト

ラ

0 � 0 
平成7 12 17 22 27令翫2 7 12 17 22 27年

※令和元年までが「火数値」、令和2年以降は「推定値」

③
被
害
拡
大
助
長
す
る
高
齢
化

フ
地
農
の
被
害
は
全
国
に
及
び
救

援
は
遅
れ
る 。
こ
う
し
た
状
況
下

で
被
害
を
軽
減
す
る
の
は
住
民
の

自
助 、
地
域
の
共
助
だ 。
有
事
に

自
助 、
共
助
を
発
揮
す
る
に
は
避

難
対
策
や
企
業
な
ど
の
事
業
継
続

計
画
策
定 、
物
資
備
蓄
な
ど
事
前

対
策
が
必
要
だ 。

ー
緊
急
事
態
条
項
の
議
論
の

対
象
は
災
害
が
発
生
し
て
以
降
の

対
応
だ
っ
た
が

河
田

災
害
発
生
後
に
速
や
か

に
社
会
を
再
建
す
る
た
め
に
は 、

災
害
発
生
後
の
状
況
を
事
前
予

測
し
可
能
な
限
り
備
え
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る 。
災
害
が
発

生
す
れ
ぱ 、
憲
法
に
も
と
づ
き

緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し 、
国

民
の
生
活
再
建
が
ス
ム
ー

ズ
に

進
む
よ
う
医
薬
品 、
物
資
の
確

保 、
緊
急
財
政
支
出 、
支
援
金
援

助
な
ど
に
速
や
か
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
の
だ 。

「
災
害
に
強
い
社
会
づ
く
り」
を

憲
法
で
宣
言
す
る
こ
と
は 、
国

際
社
会
に
対
し 、
日
本
は
い
か

な
る
時
も
平
和
と
繁
栄
に
貢
献

す
る
覚
悟
を
示
す
こ
と
に
も
な

る 。

感染症にも強い社会 H 指す「ニュ ー レジリエンスフォ ー ラム」

河田恵昭•関西大特別任命教授、松
尾新吾・九州経済連合会名誉会長、 横
倉義武・日本医師会名営会長が共同代
表を務める会議体。 感染症や自然災害

に強い社会を目指し国民運動を推進す
る。 令和3年6月に発足。 同年9月と
4年5月、政府に緊急提言し「緊急時
の医療提供体制と法制度整備」 「平時

から緊急時対応への円滑な移行と緊急
財政支援」を求めた。 運動方針として
「憲法に明記された緊急事態宣言を行
う制度を検討する」を掲げる。


